
資料７

〇大規模工事に伴う休館期間

〇各指標について

①利用者増をめざしたにぎわいづくり方

策の取組み

②年間の広告・広報計画等の情報発信の

取組み

〔指標〕

・利用者数

・スポーツとにぎわいの殿堂への転換を図り、にぎわいづくりを進めるための取組み。

　入館者100万人規模をめざしたにぎわいのある催物、興行等誘致などの利用拡大の取り組み

は適切になされているか。また、取組み実績はどうか。

・年間の広告・広報計画、ホームページや情報誌等の情報発信の取組みは効果的に行われてい

るか。

〔指標〕

・過去の利用者推移実績を踏まえた当該年度の状況分析及び今後の推移

①事業収支計画、事業収支実績状況

〔指標〕

・収支計算書

・事業収支実績状況は、収支計画に比して妥当か。

・経費縮減等の取組み、効果はあがっているか。

〔指標〕

・過去の収支推移実績及び提案のあった収支計画に比べ、当該年度の状況分析

＜参考＞府立体育会館フロア別の利用人数（令和７年度）

＜従前＞

「昨年度実績を踏まえて指定管理者が立てた今年度目標」と「今年度見込（４月～９月：実績、10月～３月：見込）」を比較。

＜令和８年度＞

４月から１月まで全館休館となるため、「昨年度の２月及び３月における利用者数」と「今年度の２月及び３月における利用者数の見

込」を比較。

＜従前＞

「プロポーザル時の収入・支出」と「今年度見込（４月～９月：実績、10月～３月：見込）」を比較。

＜令和８年度＞

全館休館中も一定の経費が発生するため、「今年度事業計画書の収入・支出」と「今年度収支状況（４月～９月：実績、10月～３月：

見込）」を比較。
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【令和８年度における体育会館の大規模工事に伴う休館にかかる評価方法について（案）】

体育会館 ：全館休館（令和 ８ 年 4 月から令和 ９ 年 1 月まで）

大阪府立体育会館等指定管理者管理運営評価基準（案）

　施設名称　：　府立体育会館

評価項目 評価基準（内容） 備考 （考え方）
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